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活
発
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
小
金
井
市
Ｓ
Ｃ
は
、
昭
和
五
十
一
年

に
高
齢
者
事
業
団
と
し
て
設
立
以
来
、

会
員
に
対
し
就
業
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
就
業
す
る
職
種
ご
と
に
結
成

す
る
「
職
班
」
と
、
地
域
ご
と
に
結
成

す
る
「
地
域
班
」
の
会
員
組
織
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
社

会
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
貢
献
し
て
き
た
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
仕

事
を
受
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
地
域

貢
献
す
る
魅
力
あ
る
組
織
と
し
て
拡
大
、

発
展
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
令
和
二
・
三
年

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
中
止
し
た
が
、

令
和
元
年
度
を
振
り
返
る
と
、
職
班
で

は
設
立
記
念
日
に
シ
ル
バ
ー
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
（
二
百
十
二
人
参
加
）
を
、
地

域
班
で
は
定
期
的
に
各
班
で
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
（
街
道
沿
い
の
ご
み
拾

い
／
年
間
延
べ
七
百
八
十
一
人
参
加
）

を
行
っ
た
。
ま
た
、
小
金
井
公
園
大
掃

除
大
作
戦
へ
の
参
画（
五
十
六
人
参
加
）、

市
民
対
象
の
包
丁
研
ぎ
サ
ー
ビ
ス
（
十

人
参
加
）
な
ど
を
実
施
。
会
員
が
所
属

す
る
各
職
班
を
中
心
と
す
る
、
技
能
を

生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
ふ
す

ま
班
、
リ
ビ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
班
、
駐
車

場
管
理
班
、
筆
耕
班
、
学
習
教
室
班
、

手
工
芸
班
、
パ
ソ
コ
ン
班
、
除
草
班
、

着
付
け
業
務
会
員
）
を
行
っ
た
。
さ
ら

に
、
会
員
有
志
が
高
齢
者
施
設
を
訪
問

し
て
歌
で
交
流
し
た
ほ
か
、
使
用
済
み

切
手
の
収
集
に
協
力
す
る
活
動
も
展
開

し
た
。

　
令
和
四
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と

ま
で
は
い
か
な
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
、
地
域
班
に
よ
る
清
掃
、
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　小金井市ＳＣでは、コロナ禍で職班や地域班によるボラ
ンティア活動の多くが中止となっていたが、令和 4年度に
活動を再開。また、センター独自のイベントも 3年ぶりに
開催し、市民と交流しながらセンターの仕事内容をアピー
ルできた。会員に対して多種多様な就業機会を提供してい
るが、さらなる就業内容の拡充や新たな就業の開拓に向け
て次々に施策を講じ、会員活動をサポートしている。

魅
力
あ
る
就
業
機
会
と
会
員
活
動
の

さ
ら
な
る
拡
充
を
目
指
す

公
益
社
団
法
人

小
金
井
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

（
東
京
都
）

コ
ロ
ナ
禍
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
止
が

続
く
中
、令
和
四
年
度
に
学
習
教
室
班
は
小
・

中
学
生
向
け
の
夏
期
講
習
を
実
施
し
た
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学
習
教
室
班
に
よ
る
小
・
中
学
生
対
象

の
夏
期
講
習
、
筆
耕
班
に
よ
る
市
民
体

育
祭
で
の
賞
状
名
入
れ
な
ど
の
活
動
を

十
月
末
日
ま
で
に
実
施
し
て
い
る
。

｢

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア｣

と

｢

会
員
作
品
展｣

を
同
時
開
催

　
令
和
四
年
度
は
、
三
年
ぶ
り
に
セ
ン

タ
ー
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
再
開
し
た
。

十
月
二
十
九
～
三
十
日
に
、
セ
ン
タ
ー

事
業
を
Ｐ
Ｒ
し
て
仕
事
の
受
注
と
会
員

数
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
（
以
下
、

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
）」と
「
会
員
作
品
展

（
以
下
、
作
品
展
）」を
開
催
し
た
。

　
会
場
の
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

に
は
、
入
会
相
談
の
ほ
か
、
職
班
か
ら

手
工
芸
班
、
リ
ビ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
班
、

パ
ソ
コ
ン
班
、
福
祉
・
家
事
援
助
班
、

子
育
て
支
援
班
が
ブ
ー
ス
を
出
し
、
手

工
芸
品
の
販
売
、
掃
除
の
実
演
・
講
習
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
、
市
民
と
交
流
し
な
が
ら
セ

ン
タ
ー
の
仕
事
内
容
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
会
員
は

約
五
十
人
。
ま
た
、
東
京
都
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
で
あ
る
公
益
財
団

法
人
東
京
し
ご
と
財
団
が
作
成
し
た
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
シ
ル
バ
ー
く
ん
」
も
登

場
し
、
来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
の
人
気

を
集
め
て
い
た
。

　
同
時
開
催
の
作
品
展
は
、
会
員
の
日

ご
ろ
の
成
果
を
披
露
す
る
場
で
、
写
真
、

絵
画
、
書
道
、
陶
芸
品
、
刺
し
ゅ
う
作

品
な
ど
会
員
十
八
人
の
三
十
一
作
品
を

展
示
し
た
。

　
開
催
日
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
イ
ベ
ン

ト
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
家
族
連

れ
が
多
く
来
場
し
に
ぎ
わ
っ
た
。
来
場

令
和
四
年
十
月
二
十
九
～
三
十
日
、
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
「
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
」。入
り
口
で
は
、
公
益
財
団
法
人
東
京
し
ご
と
財
団
作

成
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
シ
ル
バ
ー
く
ん
」
が
来
場
者
を
出
迎
え
た
（
写
真
上
）。会
場
で
は
入
会
相
談
を
行
っ
た
ほ
か
、
手
工
芸
班（
写
真
中
央
）

や
パ
ソ
コ
ン
班
（
写
真
下
）
な
ど
職
班
も
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た

「いきいきシルバーフェア」と同時開催した「会員作品展」では、
会員18人の31作品を展示
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者
は
二
日
間
で
、
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
に

七
百
三
十
二
人
、
作
品
展
に
三
百
三
十

一
人
と
合
計
で
千
人
を
超
え
る
盛
況
ぶ

り
だ
っ
た
。

　
開
催
中
、
十
人
か
ら
入
会
相
談
を
受

け
て
、
入
会
希
望
の
声
が
聞
か
れ
た
。

女
性
委
員
会
の
取
り
組
み

　
小
金
井
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
女
性
委
員
会

に
よ
る
活
動
も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

　
女
性
委
員
会
は
、
各
職
班
か
ら
選
任

さ
れ
た
十
人
の
委
員
と
二
人
の
理
事
で

構
成
し
て
い
る
。
女
性
会
員
拡
大
と
就

業
や
交
流
を
通
じ
て
地
域
福
祉
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
平
成
七
年
に
発
足
。

市
民
・
会
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
健
康
講

座
の
開
催
、
会
員
交
流
な
ど
の
活
動
を

担
っ
て
い
る
。

〈
健
康
講
座
〉

　
令
和
四
年
十
一
月
十
七
日
、「『
笑
う

門
に
は
健
康
来
る
』
―
笑
顔
は
明
日
へ

の
活
力
、
笑
っ
て
コ
ロ
ナ
を
吹
き
飛
ば

そ
う
―
」
と
題
し
て
、
四
人
の
落
語
家

を
招
い
て
健
康
講
座
を
開
催
。
市
報
で

参
加
者
を
募
り
、
市
民
二
十
七
人
と
会

員
二
十
一
人
が
参
加
し
て
落
語
を
堪
能

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
出
掛
け
る
こ

と
が
少
な
く
な
り
少
し
寂
し
く
思
っ
て

い
た
の
で
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま

し
た
」「
落
語
の
面
白
さ
に
加
え
、
中
央

線
の
歴
史
等
を
演
目
に
取
り
上
げ
る
な

ど
趣
向
が
良
か
っ
た
」「
た
く
さ
ん
笑
っ

て
健
康
に
な
り
た
い
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
た
。

〈
さ
く
ら
体
操
〉

　
「
さ
く
ら
体
操
」
は
転
倒
予
防
と
筋

力
・
柔
軟
性
・
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
を
目

的
に
考
案
さ
れ
た
、
小
金
井
市
の
ご
当

地
介
護
予
防
体
操
。
セ
ン
タ
ー
作
業
所

で
月
二
回
、
会
員
同
士
の
交
流
を
兼
ね

て
自
由
参
加
で
開
催
し
て
い
る
。
市
の

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を

修
了
し
た
会
員
有
志
が
講
師
と
な
っ
て

体
操
を
指
導
し
、
楽
し
く
体
力
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
。

〈
茶
房
す
ま
い
る
〉

　
月
末
・
月
初
の
三
日
間
、
女
性
委
員

会
が
中
心
に
な
り
、
当
番
制
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
運
営
で
セ
ン
タ
ー
作
業

所
内
に
会
員
限
定
の
喫
茶
店
を
開
い
て

い
る
。
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
百
円
。
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
雰
囲
気
で
、
就
業
報
告
書

の
提
出
に
訪
れ
る
会
員
の
交
流
や
情
報

交
換
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

多
様
な
就
業
機
会
を
提
供

　
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に
不
可

欠
な
条
件
と
し
て
、
岡
部
壯
二
常
務
理

事
兼
事
務
局
長
は
、「
会
員
が
積
極
的
に

活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、
多
様
な

就
業
機
会
が
あ
る
こ
と
」
を
挙
げ
た
。

　
す
で
に
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
就
業
を
会
員
に
提
供
し
て
い
る
。

　
以
下
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
（
カ
ッ

コ
内
は
、令
和
三
年
度
の
就
業
会
員
数
）。

　
特
徴
的
な
就
業
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー

設
立
と
ほ
ぼ
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
英

会
話
教
室
（
七
人
）、昭
和
五
十
三
年
に

開
始
し
た
学
習
教
室
（
十
二
人
）
な
ど
、

長
く
続
く
市
民
向
け
教
室
事
業
が
あ
る
。

ま
た
、
理
容
・
美
容
の
資
格
を
持
つ
会

員
が
外
出
で
き
な
い
市
民
の
た
め
に
始

小金井市ＳＣは、女性委員会による活動が活発。写真上は、4
人の落語家を招いた健康講座。写真下は、市の「さくら体操」。
会員有志が講師となって体力増強を目指す活動を行っている
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め
た
出
張
ヘ
ア
カ
ッ
ト
事
業
（
四
人
）、

公
立
小
・
中
学
校
に
教
職
員
や
生
徒
よ

り
先
に
行
き
、
学
校
業
務
が
円
滑
に
進

む
よ
う
に
す
る
早
朝
学
校
管
理
（
二
十

八
人
）、家
事
の
困
り
事
に
対
応
す
る
福

祉
・
家
事
援
助
事
業
（
六
十
一
人
）、市

の
委
託
事
業
で
月
二
回
発
行
の
「
市
報

こ
が
ね
い
」
と
年
四
回
発
行
の
「
市
議

会
だ
よ
り
」、選
挙
公
報
を
配
布
す
る
業

務
（
二
百
二
十
九
人
）、市
庁
舎
ク
リ
ー

ン
サ
ー
ビ
ス
、
見
守
り
を
兼
ね
た
敬
老

会
運
営
事
業
な
ど
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
令
和
四
年
度
は
就
業
内
容

の
拡
充
や
新
た
な
就
業
の
開
拓
に
向
け

て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
刷
新
し
た
。
小

金
井
市
は
住
宅
都
市
の
性
格
が
強
い
た

め
、「
暮
ら
し
の
中
の
お
手
伝
い
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
て
、
家
事
援

助
、
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
の
張
り
替

え
、
子
育
て
支
援
、
リ
ビ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
（
粗
大
ご
み
の
搬
出
、
電
灯
交
換
、

簡
易
な
修
理
な
ど
）
の
就
業
内
容
を
イ

ラ
ス
ト
で
紹
介
し
、
全
戸
に
配
布
し
た
。

そ
の
後
、
就
業
依
頼
の
問
い
合
わ
せ
が

増
え
て
い
る
。

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
向
け
て

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
決
め
る

　
令
和
四
年
度
は
、
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
を
作
成
し
た
。

　
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
会
員
か
ら
募
集
。

五
十
二
点
が
集
ま
り
、
全
会
員
に
投
票

を
呼
び
掛
け
て
選
考
し
た
結
果
、
川
手

成
子
さ
ん
の
「
い
つ
ま
で
も　
笑
顔
と

健
康　
地
域
の
輪
」
が
選
ば
れ
た
。
仲

間
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
健
康
維
持

を
兼
ね
て
、
楽
し
く
笑
顔
で
就
業
で
き

た
ら
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

投
票
結
果
は
、
セ
ン
タ
ー
の
会
報
「
こ

が
ね
い
」（
令
和
四
年
十
一
月
二
十
日
発

行
）
に
掲
載
。
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
捉
え
て
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
発
信

に
使
用
し
て
い
く
。

　
そ
の
ほ
か
の
普
及
啓
発
活
動
で
は
、

毎
年
十
月
に
会
員
募
集
チ
ラ
シ
「
い
き

い
き
小
金
井
」
を
発
行
し
て
、
全
世
帯

お
よ
び
関
係
機
関
に
配
布
し
、
セ
ン
タ

ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

　
令
和
四
年
度
は
、
六
月
十
六
日
に
Ｊ

Ｒ
の
武
蔵
小
金
井
駅
お
よ
び
東
小
金
井

駅
前
で
、
理
事
が
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布

し
、
入
会
促
進
と
セ
ン
タ
ー
の
広
報
活

動
を
行
っ
た
。

高
齢
会
員
の
就
業
が
課
題

　
「
職
班
や
地
域
班
な
ど
の
会
員
活
動

は
、
設
立
当
初
か
ら
活
発
で
、
代
々
、

引
き
継
い
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会

員
が
積
極
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
上
で
、
岡
部
事
務
局
長
は
現
状
の

課
題
と
し
て
次
の
こ
と
を
挙
げ
た
。

　
会
員
数
は
、
入
会
時
の
手
続
き
の
簡

素
化
、
会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布

な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し
た
も
の
の
、

減
少
傾
向
に
あ
る
。
企
業
が
六
十
五
歳

ま
で
の
定
年
延
長
や
、
七
十
歳
ま
で
の

継
続
雇
用
を
推
進
す
る
中
、
高
齢
者
の

働
き
方
が
多
様
化
し
、
セ
ン
タ
ー
の
入

会
者
は
七
十
歳
代
が
中
心
に
な
っ
て
い

る
。
会
員
の
平
均
年
齢
は
七
十
五
歳
と

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
年
齢
の
高

い
会
員
へ
の
就
業
機
会
の
提
供
が
重
要

課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
会
員
拡
大
と
合
わ
せ
て
、
魅
力
あ

る
セ
ン
タ
ー
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
就

業
機
会
の
拡
大
と
、
会
員
と
就
業
の
よ

り
良
い
マ
ッ
チ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
」
と
岡
部
事
務
局
長
は
締
め
く

く
っ
た
。

�

（
増
山
美
智
子
）

事業運営状況� （平成29年度～令和 3年度）
年度 会�員�数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成29 679 474 1,153 3.7 997
（138,626） 86.5 5,371 466,185 49.6/50.4

30 670 459 1,129 3.5 983
（136,312） 87.1 5,247 458,859 50.1/49.9

令和元 641 459 1,100 3.4 957
（139,475） 87.0 5,403 470,926 49.7/50.3

2 623 427 1,050 3.2 878
（116,577） 83.6 4,439 409,846 50.9/49.1

3 612 406 1,018 3.0 916
（122,315） 90.0 4,315 418,508 52.9/47.1

※平成30年度以降の受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む


